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科　目 決算額 摘　　　要

前年度繰越金 306,019

会員会費還元金 932,250 市社協より

助成金 143,225 市社協より　福祉コミュニテイ　50,000　　　　　　広報助成金　93,225

バザー売上金 489,140 ふるさと祭り

雑収入 285,161 配食関係他

合計 2,155,795

科　目 予算額 摘　　　要

前年度繰越金 161,652

会員会費還元金 930,000 市社協より

助成金 140,000
市社協より　福祉コミュニティ　50,000
　　　　　　広報助成金　90,000

バザー売上金 500,000

雑収入 280,000 配食関係他

合計 2,011,652

【収入の部】	 単位：円

【収入の部】	 単位：円

科　目 決算額 摘　　　要

会議費 65,124 代議員会・支部委員会

事務局費 19,080

事務通信費 11,246 事務用品

事業費 1,580,689

会費地区還元金・三世代交流助成
グランドゴルフ・輪投げ
配食サービス・しあわせサロン
支部だより発行

バザー開催費 151,242 バザー開催諸経費

研修費 166,762 支部委員・福祉推進員

合計 1,994,143

科　目 予算額 摘　　　要

会議費 50,000 代議員会・支部委員会

事務局費 30,000

事務通信費 10,000 事務用品

事業費 1,655,000
会費地区還元金・グランドゴルフ・輪投げ
配食サービス・しあわせサロン
支部だより発行

バザー開催費 130,000 バザー開催諸経費

研修費 90,000 支部委員・福祉推進員等

予備費 46,652

合計 2,011,652

【支出の部】	 単位：円

【支出の部】	 単位：円

平成27年度　決算報告書

平成28年度　予算書
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介
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会
計
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司

会
計
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査
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司

　

去
る
四
月
十
七
日
（
日
）
中
央
支
部
の
代
議
員
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

支
部
長
の
挨
拶
に
続
い
て
来
賓
あ
い
さ
つ
及
び
紹
介
が
あ
っ
た
。

　

鶴
田
浩
一
委
員
（
仲
町
）
が
議
長
を
務
め
、
平
成
二
十
七
年
度
の
事
業
、
会
計
報
告
、
続

い
て
平
成
二
十
八
年
度
の
事
業
計
画
並
び
に
予
算
が
事
務
局
提
案
ど
う
り
に
承
認
さ
れ
た
。

 

ご
あ
い
さ
つ

支
部
長
　
鈴
　
木
　
征
　
夫

　

日
頃
か
ら
中
央
支
部
の
活
動
に
ご
理
解

ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
七
月
は
会
員
会
費
の
募
集
の
月

に
な
り
ま
す
。
皆
様
方
に
は
、
ご
負
担
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
地
域

福
祉
と
支
部
活
動
向
上
の
た
め
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
も
各
種
事
業
を
計
画
い
た
し
ま

し
た
。
皆
様
方
の
参
加
を
お
待
ち
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

お
わ
り
に
、
支
部
役
員
一
同
一
致
協
力

し
て
、支
部
活
動
向
上
に
努
め
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
活
動
の
重
点
目
標
と
事
業
内
容

　

㈠
活
動
資
金
の
確
保

　
　

○
会
員
会
費
の
募
集
（
七
月
）

　
　

○
福
祉
バ
ザ
ー

　

㈡
高
齢
者
福
祉
活
動
の
推
進

　
　

○
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
散
策

　
　
　
（
五
月
二
班
に
分
け
て
実
施
）

　
　

○
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
会
食
会

　
　
　
（
手
打
ち
そ
ば
十
二
月
）

　
　

○
配
食
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
（
毎
月
一
回
、
十
二
月
を
除
く
）

　
　

○
支
部
内
高
齢
者
親
善
交
流
会

　
　
　
（
輪
投
げ
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

　
平
成
二
十
八
年
度
代
議
員
会
開
催

　
　
　
　
心
の
こ
も
っ
た
活
動
方
針
決
す
る

　
　

○
敬
老
会
の
支
援
協
力

　

㈢
地
域
福
祉
活
動
の
推
進

　
　

○
県
立
友
部
特
別
支
援
学
校
・
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
た
け
の
こ
」
の
交
流

支
援

　

㈣
三
世
代
交
流
の
推
進

　
　

○
各
行
政
区
で
実
施
さ
れ
る
三
世
代

交
流
会
の
支
援

代議員会

代議員会

　

㈤
研
修
会
及
び
講
習
会
の
実
施

　
　

○
支
部
委
員
・
福
祉
推
進
員
・
む
つ

み
会
員
・
広
報
委
員
を
対
象
と
し

た
視
察
研
修

　
　

○
女
性
部
員
の
視
察
研
修

　
　

○
救
命
講
習
会
の
開
催

　

㈥
広
報
活
動
の
推
進

　
　

○
支
部
だ
よ
り
年
三
回
発
行
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新
年
度
に
入
り
梅つ

ゆ雨
の
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

第
106
号
は
、
平
成
28
年
度
代
議
員
会
開

催
と
女
性
部
総
会
の
内
容
及
び
、
各
種
役

員
の
紹
介
を
主
に
記
載
い
た
し
ま
し
た
。

　

広
報
委
員
は
前
年
度
と
変
わ
ら
ぬ
メ
ン

バ
ー
で
、「
皆
様
に
読
ん
で
い
た
だ
け
る
」内

容
に一
層
の
努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
横
堀
）

あ
　
と
　
が
　
き

支 部 長 鈴木　征夫 （幸　町） 推 進 員 飯田　武子 （当の越１）
副支部長 入江　　廣 （大沢中３） 同 塩畑　修司 同
同 荒川　隆夫 （南　町） 同 石塚　純一 同
同 井坂フヂヱ （青葉町） 同 川口　孝志 同

会　　計 大野　宏治 （当の越１） 同 深澤　恭子 同
会計監査 高野　康司 （桜　町） 同 青木　久雄 （当の越２）
同 飯村　洋司 （東町３） 同 今橋　浩子 同

支部委員 石井　政義 （東町１） 同 三宅　康子 同
同 染谷　仁一 （東町２） 同 中島美知代 同
同 塙　　賢二 （東町３） 同 長谷川悦子 同
同 藤枝　正一 （東町４） 同 鈴木ちよ子 （友部栄町）
同 鶴田　浩一 （仲　町） 同 金沢　寛美 同
同 荒川　隆夫 （南　町） 同 秋山　文江 同
同 須藤　保男 （西町１） 同 永堀　昌子 同
同 赤尾杉友一 （西町２） 同 小松崎良夫 （緑町１）
同 佐藤　　賢 （桜　町） 同 細谷　久子 同
同 大野　宏治 （当の越１） 同 海野　二郎 同
同 大平　　博 （当の越２） 同 大沼裕見子 （緑町２）
同 永堀　皓男 （友部栄町） 同 岩波喜代美 同
同 村上　利夫 （緑町１） 同 若菜眞知子 同
同 塙　　　孝 （緑町２） 同 小林　佐代 同
同 松原　敏夫 （緑町３） 同 西尾　篤子 同
同 関　　賢二 （美原団地） 同 白澤　洋子 （緑町３）
同 尾形　夏海 （四つ葉荘） 同 佐藤　勝枝 同
同 朝倉　茂利 （青葉町） 同 飯田　絹子 同
同 中村　　誠 （大沢中１） 同 野村ふぢ子 同
同 福島　　博 （大沢中２） 同 荒張　冨枝 同
同 入江　　廣 （大沢中３） 同 荒張　晴夫 同
同 渡辺　勝男 （幸　町） 同 浜田　サト （美原団地）

推 進 員 塩田　信子 （東町１） 同 杉森　智美 同
同 野村　道雄 同 同 岩井　明美 同
同 中島　享子 同 同 足立　麻子 同
同 内桶　誠史 同 同 大塚　松寿 同
同 山本千代子 同 同 広澤　　守 （青葉町）
同 青木　重子 （東町２） 同 大野　智徳 同
同 友部　敏江 同 同 水元　康夫 同
同 上原　仁子 同 同 神白　和典 同
同 深澤　正弘 同 同 山口　芳生 同
同 若菜　英昭 （東町３） 同 持丸　邦弘 同
同 瀧本　宜秀 同 同 村上　淳一 同
同 大高　利夫 同 同 吉村　とく 同
同 西室ひとみ 同 同 井坂フヂヱ 同
同 五味田美智子 （東町４） 同 櫻井　優子 同
同 片見　隆子 同 同 菊地　　操 （大沢中１）
同 増田　裕一 同 同 水越　健二 同
同 森岡　節子 同 同 高屋まさい 同
同 増渕　義次 同 同 中村美千代 同
同 佐藤　　隆 同 同 水越　愛子 同
同 今成　　龍 同 同 鈴木　隆史 同
同 伊橋　理代 同 同 須藤　和彦 同
同 荒川　昌之 （仲　町） 同 佐藤　和夫 同
同 小林　　廣 同 同 山崎富佐子 同
同 村上さよ子 （南　町） 同 碓氷　厚子 （大沢中２）
同 島川　智子 同 同 阿久津英雄 同
同 鷺沼三枝子 同 同 藤森　吉之 同
同 坂本　直美 同 同 羽村　祥紀 同
同 福田　紀子 同 同 大平　和夫 同
同 須藤　康子 （西町１） 同 鈴木　昌子 （大沢中３）
同 櫻井三枝子 同 同 石川　和彦 同
同 横倉　きん （西町２） 同 中澤　まさ 同
同 神崎　昭子 同 同 石川真理子 同
同 鶴田　弘司 （桜　町） 同 三奈木康夫 （幸　町）
同 高安　たみ 同 同 中野　春義 同
同 石塚　伸江 同 同 池田　正巳 同
同 菅谷　正子 同 同 影山　治雄 同
同 塩原　　仁 同 同 吉岡　新一 同
同 沼田　幸一 同 同 鈴木　征夫 同
同 上野　孝次 同 同 一栁　克平 同
同 髙野　康司 同

　

去
る
四
月
十
七
日
（
日
）
代
議
員
会
に

続
き
女
性
部
総
会
が
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

二
十
八
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
、

女
性
部
員
一
二
七
人
、
支
部
事
業
推
進
へ

の
協
力
を
確
認
致
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
被
災
地
支
援
と
い
う
こ
と

で
、
一
昨
年
訪
れ
た
い
わ
き
市
で
の
研
修

を
計
画
し
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
五
年
が
過
ぎ
、
私

達
の
記
憶
が
大
分
薄
ら
い
で
き
て
い
る
の

で
は
と
思
い
ま

す
。
災
害
が
起

き
た
時
ど
の
よ

う
に
身
を
守

り
、
又
地
域
で

何
が
出
来
る
の

か
学
び
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

毎
月
第
三

金
曜
日
に
実

し
ま
し
た
。
十
四
歳
の
少
年
で
、
フ
ラ
ン

ス
留
学
の
予
定
で
し
た
が
、
兄
の
水
戸
藩

主
慶よ
し
あ
つ篤
の
病
死
に
よ
り
、
急
遽
帰
国
し
水

戸
藩
主
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

柴
又
の
帝た
い
し
ゃ
く
て
ん

釈
天
（
題
経
寺
、
日
蓮
宗
）

を
横
切
っ
て
、
昼
食
の
高
木
屋
に
向
か
い

ま
し
た
。
一
行
の
前
を
ホ
ン
ジ
ャ
マ
カ
の

石
塚
英
彦
さ
ん
が
、
食
べ
歩
き
を
し
て
い

ま
し
た
。目
ざ
と
く
見
つ
け
た
何
人
か
が
、

石
塚
さ
ん
を
囲
み
ま
し
た
。
愛
想
良
く
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
写
真
に
も
応
じ
、

さ
ら
に
、
私
た
ち
に
手
を
振
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
昼
食
の
た
め
後
を
追
う
わ
け
に
い

か
ず
、
ち
ょ
っ
と
残
念
な
気
分
で
し
た
。

昼
食
は
お
で
ん
に
加
薬
ご
は
ん
、
だ
ん
ご

が
つ
い
て
満
腹
に
な
り
ま
し
た
。
高
木
屋

は
寅
さ
ん
の
映
画
の
撮
影
ば
か
り
で
な

く
、
休
憩
所
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
は
自
由
散
策
で
し
た
。
寅
さ
ん

の
渥
美
清
の
銅
像
に
触
っ
た
り
、
店
を
冷

や
か
し
た
り
、
帝
釈
天
の
彫
刻
を
見
学
し

た
り
、
矢
切
の
渡
し
ま
で
足
を
延
ば
し
た

り
と
、
三
三
五
五
歩
き
回
り
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
道
路
も
混
雑
な
く
、

快
適
な
研
修
が
で
き
ま
し
た
。
会
計
の
大

野
さ
ん
、
公
民
館
の
山
口
館
長
・
高
野
さ

ん
の
労
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
和
二
十
六
年
に
松
戸
市
に
寄
付
し
ま
し

た
。
松
戸
市
は
、「
戸
定
が
丘
歴
史
公
園
」

と
し
、
戸
定
歴
史
館
も
設
立
し
ま
し
た
。

歴
史
館
で
「
プ
リ
ン
ス
・
ト
ク
ガ
ワ
」
展

が
開
か
れ
て
い
ま
し
た
。
プ
リ
ン
ス
・
ト

ク
ガ
ワ
と
は
、
昭
武
の
こ
と
で
、
慶
応
三

年
（
一
八
六
七
）
パ
リ
万
国
博
に
将
軍
の

名
代
と
し
て
参
加
、
各
国
の
君
主
に
謁
見

東
町
四
区
　
南
　
　
秀
利

　

平
成
二
十
八
年
六
月
一
日
（
水
）、
笠

間
市
社
会
福
祉
協
議
会
中
央
支
部
委
員
・

福
祉
推
進
員
研
修
と
し
て
、
松
戸
市
の

戸と
じ
ょ
う
て
い

定
邸
跡
と
映
画
「
男
は
つ
ら
い
よ
」
の

舞
台
柴
又
を
歩
き
ま
し
た
。

　

戸
定
邸
は
水
戸
藩
最
後
の
藩
主
で
あ
っ

た
徳
川
昭あ
き
た
け武
の
隠
居
所
と
し
て
、
明
治

十
七
年
に
落
成
し
ま
し
た
。
江
戸
期
の
大

名
屋
敷
か
ら
明
治
期
の
華
族
の
屋
敷
へ
の

変
換
が
見
ら
れ
ま
す
。
一
見
質
素
に
見
え

ま
す
が
、
各
所
に
贅ぜ
い

を
こ
ら
し
た
造
り
と

な
っ
て
い
ま
す
。
杉
や
欅
の
一
枚
板
の
床

板
・
天
井
、
雀
・
蝶
・
コ
ウ
モ
リ
の
蘭
間

な
ど
見
ど
こ
ろ
一
杯
で
し
た
。
兄
の
江
戸

幕
府
最
後
の
将
軍
で
あ
っ
た
徳
川
慶
喜
も

し
ば
し
ば
戸
定
邸
を
訪
れ
、
写
真
や
猟
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

戸
定
邸
は
昭
武
の
次
男
武た
け
さ
だ定

（
海
軍
中

将
・
東
大
教
授
）
が
引
き
継
ぎ
ま
し
た
が
、

松
戸
戸
定
邸
跡
・
柴
又
を
歩
く

平成28年度　支部委員・福祉推進員名簿

施
し
て
い
る
配
食
で
は
、
む
つ
み
会
員
の

方
と
一
緒
に
「
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま
せ
ん

か
」
と
、
声
を
か
け
部
員
が
心
を
込
め
た

手
づ
く
り
弁
当
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

留
守
宅
の
報
告
が
あ
る
と
、
地
域
の
民

生
委
員
に
連
絡
を
と
り
、
安
否
確
認
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
し
あ
わ
せ
サ
ロ
ン
、
バ

ザ
ー
へ
の
協
力
等
地
域
に
寄
り
添
っ
た
女

性
部
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

又
、
今
年
も
支
部
活
動
推
進
の
為
協
力

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。
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